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4-04 子ども・子育て支援の充実 

 

視 点 

●子どもたちの夢・希望・笑顔で満ちあふれたまちにすること 

●子ども・子育て世帯が健康で豊かに生活できるまちにすること 

●仕事と子育ての両立を地域社会全体で応援するまちにすること 

●子どもたちが、心身ともに健康・健全に成長できるまちにすること 

 

 

4-04-01 子ども・子育て 

 

５ 年 後 の 目 指 す 姿  

●「留萌市子ども・子育て支援事業計画」に基づく子育て施策の推進により、全ての子どもたちが、

郷土愛を育み、夢や希望、笑顔と活気に満ちあふれた生活を送り、地域社会全体で子育てを応援

するまちになっています。 

 

現 状 と 課 題  

●年少人口(０歳から 14歳)の減少とともに、社会的支援の必要性の高い子どもや子育て世帯に対す

る迅速かつ適切な対応が課題となっています。 

●子どもたちの安全・安心な居場所づくりや子育て世帯が気軽に交流・相談できる環境づくりが課

題となっています。 

 

前 期 の 方 向 性  

●子育て支援センターを子ども・子育て支援の拠点と位置づけ、地域で子育てを応援する体制の整

備を図っていきます。 

●子どもたちが健全な遊びを通して自主性・社会性・創造性を身に付けられるよう児童センターの

運営を活性化していきます。 

●子どもたちの生活及び学習の場としての機能を高めるため、小学校の余裕教室を活用するなど留

守家庭児童会の利用定員の拡大を図っていきます。 

 

数 値 目 標 ※現状：Ｈ27 

指 標 項 目 現状 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 

未就学児童一人当たりの子育て支援セ

ンター及び児童センター年間延利用回

数 

(回) 12.88 13.58 13.93 14.28 14.63 15.00 

小・中学生一人当たりの子育て支援セ

ンター及び児童センター年間延利用回

数 

(回) 36.81 37.87 38.40 38.93 39.46 40.00 

 

 

4-04-02 幼児教育・保育 

 

５ 年 後 の 目 指 す 姿  

●「留萌市子ども・子育て支援事業計画」に基づく子育て施策の推進により、幼児教育・保育を希

望する保護者の子どもたちが質の高い幼児教育・保育サービスを受けられる環境の充実が図られ

ています。 
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4-04 子ども・子育て支援の充実 

 

 

現 状 と 課 題  

●女性の社会進出や雇用環境の多様化により、低年齢児からの保育需要に対応できる環境整備が必

要となっています。 

●支援を必要とする児童の保育など、多様化する保育ニーズへの対応が求められています。 

●幼児教育、保育及び地域の子育て支援の充実、質の向上を図るため、子ども・子育て支援新制度

の推進が必要となっています。 

 

前 期 の 方 向 性  

●「留萌市子ども・子育て支援事業計画」に基づき、発達段階に応じた質の高い保育の提供に努め

ていきます。 

●障がい、疾病、虐待、貧困など社会的な支援の必要性が高い子どもやその家族に対する相談・情

報の提供など総合的支援のため、関係機関の連携強化、情報共有体制の強化に努めていきます。 

●国の幼児教育無償化の推進に対応した、幼児教育を希望する保護者の経済的負担の軽減事業を継

続していきます。 

●保護者の多様な幼児教育・保育ニーズに対応できるよう、子ども・子育て支援新制度の推進に努

めていきます。 

 

数 値 目 標 ※現状：Ｈ27 

指 標 項 目 現状 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 

幼稚園入園児童割合 (％) 25.6 26.9 27.5 28.2 28.9 30.0 

保育所入所児童割合 (％) 32.4 32.7 32.9 33.1 33.3 34.0 

 

 

4-04-03 幼児療育通園センター 

 

５ 年 後 の 目 指 す 姿  

●心身に障がいや発達に遅れのある子どもが、基本的な生活習慣や集団生活に必要な適応力を身に

付け、健全な生活を送っています。 

●療育体制が充実し、心身に障がいや発達に遅れのある子どもとその家族に対し、安定した療育環

境が提供されています。 

 

現 状 と 課 題  

●就学している子どもの放課後や長期休業期間の居場所として、放課後ディサービスの需要が高ま

っています。 

●対象となる子どもの増加により、心身に障がいや発達に遅れのある子どもの保護者及び関係機関

からの相談業務が増加しています。 

 

前 期 の 方 向 性  

●対象となる子どもの増加傾向は今後も続くことが予想されるため、きめ細かな療育指導や家族へ

の適切な相談、支援を行っていきます。 

●安全・安心な療育環境を維持するため、地域や保護者と連携し心身に障がいや発達の遅れのある

子どもを支えるとともに、施設や療育機器の充実を図っていきます。 
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4-04 子ども・子育て支援の充実 

 

 

数 値 目 標 ※現状：Ｈ27 

指 標 項 目 現状 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 

待機児童数 (人) 0 0 0 0 0 0 

 

 

4-04-04 青 少 年 

 

５ 年 後 の 目 指 す 姿  

●「留萌市子ども・子育て支援事業計画」に基づく施策を地域及び行政が一体となって推進し、青

少年が地域の様々な活動に参加することによって、心身ともに健やかで、地域社会の一員として

の自覚や、他人への思いやりの心と規範意識を持った子どもが育っています。 

 

現 状 と 課 題  

●家庭をめぐる状況の変化により、保護者の子育てに対する不安の広がりなどによる家庭での教育

力の低下や、青少年に対する地域との関わりの希薄化による、規範意識、協調性等の低下が課題

となっています。 

●情報通信機器の普及によるインターネットトラブルの低年齢化が課題となっています。 

 

前 期 の 方 向 性  

●青少年に関わる団体や地域と協働し、継続して各種事業を実施することにより、「青少年は地域か

ら育む」という意識の浸透を図っていきます。 

●青少年が様々な人との関わりや体験を通して、健やかでたくましく心豊かな人間として育ち、い

きいきと成長できるよう、地域で見守り、支え合うことができる環境づくりに努めていきます。 

 

数 値 目 標 ※現状：Ｈ27 

指 標 項 目 現状 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 

青少年健全事業の延参加者数 (人) 815 820 820 820 820 820 

 

 

4-04-05 ひとり親家庭等 

 

５ 年 後 の 目 指 す 姿  

●「留萌市子ども・子育て支援事業計画」に基づく子育て施策の推進により、ひとり親家庭等が経

済的に安定し、自立した生活を送り、子どもが健やかに成長しています。 

 

現 状 と 課 題  

●ひとり親家庭等の経済基盤強化のための支援が求められています。 

●仕事と子育てとのバランスがとれた生活を送るための環境整備が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

教
育
・
子
育
て 



 

 

39 

 

4-04 子ども・子育て支援の充実 

 

 

前 期 の 方 向 性  

●関係機関と連携し、子育てや家事と仕事の両立、子どもが健やかに成長できるよう、ひとり親家

庭等の自立に向けた支援に努めていきます。 

●ひとり親家庭等の様々な悩みなどに関する相談に対応するため、相談支援体制の充実を図ってい

きます。 

 

数 値 目 標 ※現状：Ｈ27 

指 標 項 目 現状 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 

児童扶養手当受給者の就労割合 (％) 85.1 86.0 86.0 86.0 86.0 86.0 
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